
石に絵を描く

ストーンペインティング

石の世界とのつながりを感じる。
自分が感じたことを表現できるようになる。

30分～1時間 5人くらい いつでも

河原、湖畔
ポスターカラー、マーカーペン・見本の石
発表会用シート

＊出典：2003年3月（社）日本環境教育フォーラム編集発行
「総合的な学習の時間」に役立つ川や海などの水辺でできる自然体験プログラム集

河原・湖畔に腰掛け、5分くらいのんびりする。（このときあわてて石を探さないようにする）

1

落ち着いてきたら自分に語りかけてくるような（気になる）石を１つさがす。

石は形・色などにとらわれず、「自分の石」を見つけることに気持ちを向ける。2

石を手にしていろいろな角度から見てみる。3

石が何かの形に見えてきたら、その形がわかりやすく見えるようにポスターカラーマーカー

ペンで色をつける。（石に何かを描くのではなく、石の形を活かして色を添えるようなイメージで）

4

でき上がったものを並べて展覧会をする

1
ひとつひとつに対する作品への作者の思いを発表する。

2

それぞれの感じたことを、分かちあおう。3

それぞれの作品の良いところをほめあおう。4

●あまりたくさん作らずに、１人１つとして、ていねいに作業をしよう（多くても2つくらいまで）

●冬などはだいぶ冷えるので時間帯や場所に気をつけたい（夏は暑さに気をつける）

●作品を現地に置いて帰らないようにする（おみやげとして持ち帰る）

Point
ポイント

どんなところが気に入ったのかなどをみんなで発表しあい紹介しあおう。

まとめ


